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ケーススタディ
環境法令管理実践ガイド

●具体的な場面がわかる
　ケーススタディ形式

●多くの企業にあてはまる
　ケースには、★マークの数で
　重要度を視覚的に示す

●主要な環境法令の基本事項を
　図表等を用いて
　わかりやすく解説

●各ケーススタディの末尾に、
　各環境法令の重要事項を
　チェックシート形式で登載

●見落としがちな業務のリスクと
　対処ポイントを解説



❶これからの事業活動
❷業種ごとに注意するべき環境関連法令
❸環境を守るための社内環境の整備や取り組み

❶環境法の原則と理念
❷環境法の各種関連法令

CASE１　廃棄物を出す場合のリスクポイント
CASE１－１ 【産業廃棄物の処理責任】
CASE１－２ 【処理困難通知が届いた場合】
CASE１－３ 【廃棄物の不正輸出、不法投棄】
CASE１－４ 【容器包装リサイクル】
CASE２　騒音、振動、悪臭等が発生する場合のリスクポイント
CASE２－１ 【新しい機械の導入と規制との関わり】
CASE２－２ 【新たな工場の建設と周辺との関係】
CASE２－３ 【ゴミの焼却に関する処理】
CASE２－４ 【届出の注意点】
CASE３　ばい煙、粉じん等が発生する場合、環境影響評価を行う場合のリスクポイント
CASE３－１ 【都市部でのビル解体工事】
CASE３－２ 【近郊部での廃棄物焼却施設の建設・解体工事（アスベスト等）】
CASE３－３ 【 近郊部での廃棄物焼却施設の建設・解体工事（ダイオキシン類）】
CASE３－４ 【山村部でのトンネル工事】
CASE３－５ 【環境影響評価手続（アセスメント）】
CASE４　排水等に有害物質が含まれる場合のリスクポイント
CASE４－１ 【工場から排水を排出する場合】
CASE４－２ 【排水基準・総量規制】
CASE４－３ 【事故対応】
CASE４－４ 【施設廃止の際の土壌汚染状況調査等】
CASE５　毒物、劇物、危険物等を取り扱う場合のリスクポイント
CASE５－１ 【化学物質の製造】
CASE５－２ 【化学物質の管理・保管】
CASE５－３ 【施設の設置・閉鎖】
CASE６　温室効果ガス等が発生する場合、大規模なエネルギーを使用する場合のリスクポイント
CASE６－１ 【温室効果ガス等への対策】
CASE６－２ 【事業者の義務と対応】
CASE７　紛争対応一般におけるリスクポイント
CASE７－１ 【苦情への対応】
CASE７－２ 【訴訟への対応】
CASE７－３ 【委託先との紛争】
CASE７－４ 【民事上の責任】
CASE７－５ 【行政庁への対応】
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■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
　 FAX.0120̶302̶640

書店印

取 扱 い

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたします。
また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円（税込）にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用い
ただけません。

1万円以下の場合、300円+税
3万円以下の場合、400円+税
10万円以下の場合、600円+税

年　　　　月　　　　日

お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、弊社
ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきましては、お問
合せフォーム（https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php）かフリーダイヤルにてご連絡ください。　フリーダイヤル　　TEL.0120̶203̶696　　FAX.0120̶202̶974

お客様の個人情報の
取扱いについて
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第一法規 検　索

レジ トカ ド もお支払 ただけます

詳 細・お申し込みはコチラ

第１章　環境法令管理とは

第２章　環境法の基本原則、基本理念

第３章　ケーススタディ

❶これからの事業活動
❷業種ごとに注意するべき環境関連法令
❸環境を守るための社内環境の整備や取り組み

❶環境法の原則と理念
❷環境法の各種関連法令

CASE１　廃棄物を出す場合のリスクポイント
CASE１－１ 【産業廃棄物の処理責任】
CASE１－２ 【処理困難通知が届いた場合】
CASE１－３ 【廃棄物の不正輸出、不法投棄】
CASE１－４ 【容器包装リサイクル】
CASE２　騒音、振動、悪臭等が発生する場合のリスクポイント
CASE２－１ 【新しい機械の導入と規制との関わり】
CASE２－２ 【新たな工場の建設と周辺との関係】
CASE２－３ 【ゴミの焼却に関する処理】
CASE２－４ 【届出の注意点】
CASE３　ばい煙、粉じん等が発生する場合、環境影響評価を行う場合のリスクポイント
CASE３－１ 【都市部でのビル解体工事】
CASE３－２ 【近郊部での廃棄物焼却施設の建設・解体工事（アスベスト等）】
CASE３－３ 【 近郊部での廃棄物焼却施設の建設・解体工事（ダイオキシン類）】
CASE３－４ 【山村部でのトンネル工事】
CASE３－５ 【環境影響評価手続（アセスメント）】
CASE４　排水等に有害物質が含まれる場合のリスクポイント
CASE４－１ 【工場から排水を排出する場合】
CASE４－２ 【排水基準・総量規制】
CASE４－３ 【事故対応】
CASE４－４ 【施設廃止の際の土壌汚染状況調査等】
CASE５　毒物、劇物、危険物等を取り扱う場合のリスクポイント
CASE５－１ 【化学物質の製造】
CASE５－２ 【化学物質の管理・保管】
CASE５－３ 【施設の設置・閉鎖】
CASE６　温室効果ガス等が発生する場合、大規模なエネルギーを使用する場合のリスクポイント
CASE６－１ 【温室効果ガス等への対策】
CASE６－２ 【事業者の義務と対応】
CASE７　紛争対応一般におけるリスクポイント
CASE７－１ 【苦情への対応】
CASE７－２ 【訴訟への対応】
CASE７－３ 【委託先との紛争】
CASE７－４ 【民事上の責任】
CASE７－５ 【行政庁への対応】
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